
橘
祥
朗
市
議
は
６
月
15
日
、
代

表
質
問
で
、
中
国
電
力
の
虚
偽
報

告
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

中
電
は
５
月
13
日
、
放
射
性
廃

棄
物
の
一
時
的
な
保
管
に
使
う

『
サ
イ
ト
バ
ン
カ
建
物
』
の
巡
視

に
つ
い
て
、
協
力
会
社
の
社
員
が
、

『
２
０
０
２
年
以
降
８
人
が
計
32

日
、
巡
視
し
て
い
な
か
っ
た
』
が
、

巡
視
し
て
い
た
よ
う
に
偽
造
報
告

し
て
い
た
と
発
表
。
不
祥
事
を
繰

り
返
す
中
国
電
力
に
原
発
を
運
営

す
る
資
格
は
な
い
、
と
追
及
し
ま

し
ま
し
た
。

橘
市
議
は
、
規
制
委
員
会
の
更

田
委
員
長
が
、
処
分
を
発
表
し
た

際
に
、
悪
質
と
し
な
が
ら
も
、
過

剰
な
社
内
規
則
の
故
と
思
う
、
規

則
の
見
直
し
を
と
述
べ
た
事
に
つ

い
て
、
こ
れ
で
は
規
制
委
員
会
で

は
な
い
と
追
及
。
市
長
に
、
規
制

委
員
長
発
言
に
抗
議
を
、
と
主
張

し
ま
し
た
。

松
浦
市
長
は
、
過
去
の
点
検
不

備
問
題
な
ど
踏
ま
え
て
再
発
防
止
・

安
全
文
化
醸
成
活
動
な
ど
の
取
り

組
み
の
下
で
の
事
案
は
極
め
て
遺

憾
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
も

効
果
に
疑
念
を
抱
か
せ
る
、
更
田

委
員
長
は
、
記
録
の
偽
造
は
悪
質

だ
が
、
過
剰
な
点
検
を
定
め
る
こ

と
で
大
事
な
こ
と
が
見
落
と
さ
れ

こ
と
に
繋
が
る
の
で
、
ふ
さ
わ
し

い
点
検
を
と
述
べ
て
い
る
。
過
剰

か
ど
う
か
の
判
断
は
別
に
、
大
事

な
こ
と
を
見
落
と
さ
な
い
た
め
の

必
要
な
観
点
と
理
解
。
今
後
も
規

制
委
員
会
に
は
中
電
に
厳
正
な
指

導
を
要
望
、
な
ど
答
弁
し
ま
し
た
。

再
処
理
は
夢
物
語
！

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
問
題
に
つ
い

て
橘
市
議
は
、
原
子
力
規
制
委
員

会
は
、
再
処
理
工
場
に
つ
い
て
事

実
上
『
合
格
』
さ
せ
た
。
し
か
し
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
出
し
て
も
、

使
用
す
る
高
速
増
殖
炉
『
も
ん
じ
ゅ
』

は
廃
炉
。
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
も

４
基
の
み
で
、
核
兵
器
の
原
料
・

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
増
え
続
け
、
国

際
社
会
の
不
信
を
招
く
要
因
と
な
っ

て
い
る
、
田
中
俊
一
・
前
規
制
委

員
会
委
員
長
は
『
日
本
の
原
子
力

政
策
は
嘘
だ
ら
け
、
問
題
は
い
ま

だ
に
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
拘
泥
し

て
い
る
こ
と
』
と
語
っ
て
る
、
と

述
べ
、
市
長
の
見
解
を
求
め
ま
し

た
。松

浦
市
長
は
、
島
根
原
発
の
使

用
済
み
核
燃
料
が
放
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
問
題
。
こ
れ
の
持
ち
出

し
に
再
処
理
が
必
要
。
田
中
氏
は
、

現
職
時
代
に
は
再
処
理
の
変
更
は

語
っ
て
い
な
い
、
な
ど
、
答
弁
。

橘
市
議
は
、
再
度
、
再
処
理
は

夢
物
語
と
指
摘
し
ま
し
た
。

橘
市
議
は
、
「
国
の
補
聴
器
購

入
へ
の
助
成
は
身
体
障
が
い
者
福

祉
法
第
４
条
に
規
定
す
る
身
体
障

が
い
者
で
、
手
帳
を
持
ち
、
両
耳

の
平
均
聴
力
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
の

高
度
・
重
度
難
聴
者
が
対
象
。
し

か
し
、
こ
の
基
準
に
達
し
な
い
加

齢
性
難
聴
者
が
増
大
し
て
い
る
」
。

「
加
齢
性
難
聴
は
日
常
生
活
を
不

便
に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
困
難
に
す
る
な
ど
生
活
の
質
を

落
と
す
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
う

つ
や
認
知
症
の
危
険
因
子
と
な
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
」
「
コ

ロ
ナ
に
係
わ
る
対
話
や
災
害
時
で

の
高
齢
者
と
の
対
応
で
は
、
難
聴

者
と
の
対
話
は
重
要
課
題
。
障
害

の
基
準
に
達
し
な
い
加
齢
性
難
聴

者
の
補
聴
器
購
入
助
成
の
検
討
を
」

と
要
求
し
ま
し
た
。

小
塚
豊
健
康
部
長
は
「
難
聴
は

高
齢
者
の
生
活
を
不
便
に
す
る
だ

け
で
な
く
、
認
知
症
の
危
険
因
子

の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
」
「
認
知

症
予
防
の
観
点
か
ら
も
、
早
期
の

受
診
と
状
態
に
応
じ
た
補
聴
器
の

活
用
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
」

「
障
害
の
基
準
に
達
し
な
い
加
齢

性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
助
成
に

つ
い
て
、
他
市
の
事
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
そ
の
効
果
等
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
く
」
と
答
弁
。
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度重なる不祥事

中電は原発動かす資格なし

代表質問で厳しく指摘

６
月
議
会
最
終
日

党
市
議
団
が
議
会
報
告

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
破
綻

原
発
ゼ
ロ
の
道
こ
そ

６
月
24
日
は
、
６
月
定
例
市
議

会
の
最
終
日
で
し
た
。
橘
祥
朗
・

吉
儀
敬
子
・
田
中
肇
の
日
本
共
産

党
市
議
団
は
、
議
会
終
了
後
さ
っ

そ
く
交
融
橋
付
近
で
６
月
議
会
の

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

吉
儀
市
議
は
、
議
会
最
終
日
に

「
黒
川
東
京
高
検
検
事
長
の
定
年

を
延
長
す
る
閣
議
決
定
の
撤
回
を

求
め
る
意
見
書
」
を
党
市
議
団
と

し
て
提
案
し
ま
し
た
が
、
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
。

田
中
肇
市
議
は
、
６
月
議
会
で

は
、
原
発
問
題
を
取
り
上
げ
、
コ

ロ
ナ
は
３
密
を
避
け
る
こ
と
が
基

本
で
あ
る
が
島
根
原
発
の
敷
地
内

に
は
、
３
千
人
も
の
従
業
員
が
働

い
て
お
り
、
文
字
通
り
３
密
の
状

態
で
働
い
て
い
る
こ
と
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
が
広
が
る
中
で
事
故
が
起

き
れ
ば
、
避
難
所
に
向
か
う
バ
ス

は
、
席
を
空
け
て
座
れ
ば
さ
ら
に

バ
ス
は
不
足
す
る
こ
と
、
避
難
所

で
の
３
密
を
避
け
る
対
策
も
必
要

と
な
る
こ
と
等
が
課
題
と
な
り
、

原
発
を
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
い

と
訴
え
ま
し
た
。

橘
祥
朗
市
議
団
長
は
、
６
月
議

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
議
会
を
短
期
に

終
え
る
た
め
、
会
派
代
表
質
問
の

み
と
す
る
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
、

党
委
市
議
団
を
代
表
し
て
質
問
を

行
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
問
題
で
は
、
第
２
波
に

備
え
て
医
療
体
制
の
充
実
、
経
済

の
支
援
に
市
の
独
自
策
を
要
望
し

た
こ
と
、
市
庁
舎
は
、
市
民
共
有

の
財
産
で
あ
り
、
市
民
の
意
見
を

聞
く
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
を
主

張
し
て
き
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。

代表質問をする橘市議

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
助
成
を
、

効
果
等
に
つ
い
て
研
究
す
る
・
健
康
部
長

６月議会報告を行う党市議団


